第18回高輝度電子源開発G会合

日程：2009年11月5日

時間：10時から11時30分程度

接続：ビデオ58001

参加者：永井、西森、江見（JAEA会場）、宮島、河田、小林（幸）、佐藤（康）、山本（将）（KEK会場）、桑原、奥見、中西（名古屋会場）、飯島、正中、久保、増元、栗木（広島会場）

○西森氏より、500kV電子銃一号機の現状について報告があった。電子銃のカソードまわり、アノードなどの設計がほぼ終了し、製作にとりかかる。またNEGシールドなど準備が整い次第、NEGとIPを追加しての電子銃のHV試験をおこなう。準備容器の真空度は8.5E-10Paと改善した。

Q:準備容器にはトランスファーロッドが設置されているのか？

A：1.5mのトランスファーロッドはまだ取り付けていない．ゲートバルブ，パックホルダー，回転導入機は設置している

○永井氏より500kV電子銃の高電圧印加試験について報告があった。電源単体、セラミック絶縁管のみではすでに550kVを達成しているが、サポートロッド装着状態で、今回535kVまで電圧をあげることができた。その後、485kVで8時間程度安定して電圧を印加できた。

Q：535kVまで印加したようだが，更に高電圧にはするのか．

A：今回は放射線等をモニターしながら慎重を期して535kVまでコンディショニングをおこなった。目標は550kVでのコンディショニング、500kVの安定運転である。

Q：535kVまで印加した後に485kVまで下げた理由は？

A：放射線量、放電の頻度などをみながら500kVから5kV刻み下げてホールドの試験をおこなった。485kVで放電は起きなくなったので、8時間ホールドした。その間に放電は全く生じなかった。

Q：200kVでの経験としては，放電するまでの時間は印加電圧に依存したが今回はどうだったか．

A：同様の傾向が見られた。

Q：535kVまでコンディショニングを行った後、放射線量の減少など効果は見えたか？

A：電圧を上昇していく時と下げた時を比べると放射線量は明らかに減少しており、コンディショニングの効果はあったといえる。

Q：KEK所内の会議等では430kVや500kVまで電圧印加することができたと話しているが、対外的にどのように公表したらいいのか？

A：内容的にはそれで正しい。光量子シンポジウムでも報告しているが、外部への公開は部分的なものしかしていない。どのように取り扱うかは羽島氏を含めて相談の上で決めたい

Q:光量子シンポでの資料を回していただきたい．

A:了解した.

補足：500kV電子銃についての結果の取扱いについては慎重を期すこと。

○山本氏より、KEKでの200kV電子銃立ち上げ状況、500kV電子銃現状検討状況について報告があった。500kV電子銃のチタン容器とセラミックについては入札が終了し、業者が決定した。また排気系については公告中である。全体の設計については干渉の有無や排気系などの検討を進めている。200KV電子銃は真空立ち上げが終了し、2.5E-9Paとなり、名古屋におけるのと同程度の真空度が得られた。12月にNEA活性化を予定している。

Q：チタン製の容器はコミヤマエレクトロンが受注したが，フランジ部分はチタン鋼材は何を使用するのか．チャンバー全てをコミヤマが製作するのか？

A：ICFフランジについては6Al4VTiを、大口径のメタルOリングシール部のフランジについてはJIS3種相当の純チタンを使用する．活性化システム等はまだ未定である。

Q：電子銃軸やカソード電極軸が軸対称ではないので，電場計算が複雑になるのでは．

A：電界の分布がどの程度効いてくるのか計算しないといけない．

Q；電源の進行具合は．

A：電源はまだどのような仕様にするかを決めていない。電子銃のタンク部の設計は電源の仕様が決ってからそれに合わせて設計を行う。

Q：チタンボディの表面処理はどのようにおこなうのか．

A：サンチタン相当の処理を仕様書で指定し、コミヤマエレクトロンでは実際に三愛プラントにてサンチタン処理を行うこととなっているため問題ない。

○河田氏より、CERL建設と電子銃の開発計画について発表があった。複数の電子銃開発、各大学、研究所での研究の進捗状況とこれからの計画の間で整合性をとる必要がある。CERL-ERL実現につなげるため、現状を整理して合意形成をはかるため全体で議論をする会合を開きたい。

C：KEKでの会合は，11月は難しそうなので，12月に開催するとして，日程は改めてメールで回して決めることとした。

次回会合はKEKでの会合代替する。

文責　栗木　

